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研修・学習会などにご利用ください

保育運動連絡会・学童保育連絡協議会との懇談

講師の布施国際局長（事務局次長）

大阪市交渉

堺労連商店街訪問北河内地区協議会春闘学習決起集会

賃
上
げ
で
地
域
経
済
の

活
性
化
・
景
気
回
復
を

　２月15日、大阪労連パート・非常勤連絡会は「非
正規と女性の力でバージョンアップ！労働組合をか
えるのは私たち」をテーマに勤労協の中田先生を講
師に学習。グループ交流会では「職場での対話や声
をあげることが大事」「リアルで集まることはい
い」などの声が寄せられました。
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会
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　２月16日、大阪労連や大阪革新懇他２団体が「ガ
ザ地区への無差別攻撃ストップ！パレスチナに平和
を！日本政府は停戦のイニシアチブを！」のスロー
ガンを掲げスタンディング宣伝行動にとりくみ、
「ガザへのジェノサイドやめるよう声を上げよう」
と訴えました。

日
本
政
府
は
停
戦
の

日
本
政
府
は
停
戦
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
！

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
！

　２月17日、民法協は権利討論集会を開催。全体会
では「新時代の労働運動とは～たたかう労働組合が
本流となることを目指して～」のテーマで全労連黒
澤事務局長から講演があり、参加者から「核心を突
いた問題提起、闘いの輪を広げがんばる」との感想
が寄せられました。
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民
主
法
律
協
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０
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０
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　大阪府議会２月定例会開会日の２月21日、府民要
求連絡会は、大阪・関西万博を中止し、人も予算も
能登地震の被災地支援、府民の暮らし応援に使うよ
う求め、開会日行動にとりくみました。引き続き、
府民のくらし優先の府政をめざしましょう。
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０
２
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て
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場
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争
と
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せ
て

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う

た
。
布
施
さ
ん
は
「
ア
メ
リ

カ
で
は
、
労
使
協
調
の
労
働

組
合
か
ら
た
た
か
う
執
行
部

に
変
わ
る
中
で
、
対
話
を
広

げ
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
、

賃
上
げ
や
処
遇
改
善
を
勝
ち

取
っ
て
い
る
。
職
場
で
の
怒

り
や
希
望
と
展
望
な
ど
対
話

を
重
視
し
、
行
動
す
る
春
闘

に
し
よ
う
」
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

２
月
21
日
、
大
阪
春
闘
共

闘
委
員
会
と
大
阪
労
連
は
２

０
２
４
年
春
闘
学
習
決
起
集

会
を
国
労
大
阪
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶
で

菅
議
長
（
大
阪
春
闘
共
闘
代

表
委
員
）
は
「
ス
ト
ラ
イ
キ

を
背
景
に
強
い
交
渉
力
を
持

っ
て
、
物
価
高
を
こ
え
る
賃

上
げ
を
実
現
す
る
こ
と
が
日

本
経
済
や
大
阪
経
済
の
発
展

に
つ
な
が
る
。
た
た
か
っ
て

物
価
高
を
こ
え
る
賃
上
げ
を

勝
ち
取
り
、
組
織
拡
大
に
つ

な
げ
よ
う
。
大
阪
万
博
中
止

の
早
期
決
断
を
迫
り
、
能
登

地
震
の
被
災
者
支
援
を
優
先

さ
せ
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、「
世
界
の

労
働
者
の
運
動
に
学
ぶ　

ス

ト
で
た
た
か
う
世
界
の
労
働

者
か
ら
学
び
、
生
か
す
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
受
け
ま
し

商
店
街
訪
問
、
宣
伝
や
集
会

な
ど
が
と
り
く
ま
れ
ま
し

た
。

　

大
阪
市
地
区
協
議
会
で
は

２
月
１
日
に
対
市
交
渉
が
と

り
く
ま
れ
、
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
な
ど
を
要
請
し
ま

し
た
が
、
市
当
局
は
「
国
に

要
請
し
て
い
ま
す
」
と
繰
り

返
す
だ
け
で
、
大
阪
市
独
自

で
の
政
策
は
な
く
、
参
加
者

か
ら
は
「
何
と
か
す
る
と
い

う
気
概
が
な
い
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

堺
労
連
で
は
２
月
15
日
に

商
店
街
訪
問
を
実
施
。
物
価

高
騰
に
つ
い
て
は
８
割
以
上

が
「
困
っ
て
い
る
」
と
の
回

答
で
、
や
っ
て
ほ
し
い
政
策

雇
用
不
安

雇
用
不
安
とと
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ワ
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キ
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グ
プ
ア

官
製
ワ
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キ
ン
グ
プ
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をを
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そ
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！

な
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そ
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！
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！

物
価
高
を
こ
え
る
賃
上
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を
！

地域循環型の
経済・社会をつくろう！

　

続
い
て
、
自
治
労
連
・
医

労
連
・
関
西
M
I
C
か
ら
の

決
意
表
明
を
受
け
、
嘉
満
事

務
局
長
か
ら
「
粘
り
強
く
た

た
か
い
、
産
別
闘
争
と
地
域

で
の
闘
争
を
強
化
し
て
い
こ

う
。
３
・
14
大
阪
総
行
動
を

多
く
の
参
加
で
成
功
さ
せ
よ

う
」
と
行
動
提
起
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
民
間
部
会
の
海
老

原
副
部
会
長
の
閉
会
挨
拶
と

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
決
意
を

固
め
あ
い
ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
と
大
阪
自
治
労
連
は

３
月
20
日
に
、
大
阪
府
庁
で
「
雇

用
不
安
と
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
な
く
そ
う
！
自
治
体
で
働
く
職

員
の
賃
金
・
労
働
条
件
調
査
結

果
」の
記
者
会
見
を
開
き
ま
し
た
。

　

自
治
体
で
働
く
非
正
規
労
働
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
調
査
を
開

始
し
た
２
０
０
６
年
か
ら
正
規
職

員
が
64
％
ま
で
減
少
。
非
正
規
労

働
者
が
４
割
を
超
え
る
自
治
体
は

22
市
９
町
１
村
、
５
割
を
超
え
る

自
治
体
は
７
市
６
町
と
な
っ
て
い

る
。
賃
金
や
休
暇
な
ど
均
等
待
遇

と
ほ
ど
遠
い
現
状
で
あ
る
」
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、「
近
年
多
発
す

る
自
然
災
害
へ
の
対
応
を
は
じ

め
、
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
正
規
職

員
で
の
人
員
増
が
必
要
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で

働
く
自
治
労
連
の
曽
我
さ
ん
が

「
資
格
や
高
い
専
門
性
が
あ
っ
て

も
低
賃
金
に
な
っ
て
い
る
。
正
規

職
員
と
の
格
差
改
善
を
」
と
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
で
は
引
き
続
き
、
会

計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
た
公
務

員
労
働
者
の
生
活
改
善
を
は
か
る

大
幅
賃
上
げ
で
、
社
会
全
体
の
底

上
げ
を
め
ざ
し
ま
す
。

と
し
て
は
「
賃
上
げ
」

が
一
番
多
く
、
続
い
て

「
消
費
税
減
税
と
中
小

企
業
の
支
援
」
で
し

た
。

　

北
河
内
地
区
協
議
会

を
は
じ
め
、
堺
労
連
、

大
阪
市
地
区
協
議
会
、

北
摂
地
区
協
議
会
、
東

部
地
区
協
議
会
で
春
闘

学
習
決
起
集
会
が
開
催

さ
れ
、
そ
の
他
の
地
域

で
も
、
宣
伝
や
集
会
な

ど
が
と
り
く
ま
れ
ま
し

た
。

　

大
阪
労
連
で
は
、
今

後
も
「
労
働
者
の
賃
上

げ
で
、
地
域
経
済
活
性

化
・
景
気
回
復
」
を
掲

げ
て
地
域
と
産
別
が
一

体
と
な
っ
た
運
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

対話を軸に対話を軸に
 なかまづくり なかまづくり

　

大
阪
労
連
で
は
３
月
１
日

〜
５
月
31
日
ま
で
春
の
組
織

強
化
拡
大
集
中
期
間
」
と
位

置
づ
け
、
３
、
０
０
０
人
拡

大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
３

月
１
日
に
は
「
春
の
な
か
ま

づ
く
り
ス
タ
ー
ト
宣
伝
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
春
闘
で

は
、「
生
活
改
善
で
き
る
賃

金
引
き
上
げ
、
人
員
増
や
職

場
改
善
」
な
ど
を
職
場
で
呼

び
か
け
、「
組
合
に
入
っ
て

要
求
実
現
し
よ
う
」
と
対
話

を
軸
に
組
織
拡
大
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

　

２
月
は
「
地
域
総
行
動
」

と
し
て
位
置
づ
け
各
地
域

で
、
自
治
体
と
の
交
渉
や
議

会
で
の
意
見
書
採
択
運
動
、

　

大
阪
労
連
は
２
月
７
日

と
８
日
、「
地
域
活
性
化

め
ざ
す
対
話
行
動
」
に
と

り
く
み
、
民
主
団
体
な
ど

11
組
織
と
「
大
阪
の
地
域

経
済
の
活
性
化
や
大
阪
万

博
・
カ
ジ
ノ
建
設
中
止
、

労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ

や
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
、
雇
用
の
安
定
な
ど
に

つ
い
て
」
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら

「
物
価
高
騰
で
生
活
が
苦

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

導
入
で
さ
ら
に
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
」「
万

博
建
設
よ
り
、
も
っ
と
他

の
と
こ
に
お
金
を
使
う
べ

き
」「
万
博
の
パ
ビ
リ
オ

ン
建
設
は
間
に
合
わ
な
い

と
思
う
、
万
博
は
中
止
す

べ
き
」「
経
済
が
回
っ
て

い
な
い
か
ら
、
賃
上
げ
は

必
要
」「
賃
上
げ
し
た
企

２０２４年春闘勝利!!

地域活性化めざす対話行動

業
に
補
助
を
出
す
自
治
体

が
あ
る
の
で
、
大
阪
で
も

実
現
し
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
大
阪
労
連

で
は
、
中
小
企
業
支
援
の

強
化
な
ど
地
域
循
環
型
の

経
済
・
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
の
立

場
か
ら
広
範
囲
な
み
な
さ

ん
と
共
同
し
て
運
動
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。


